『市町子ども会研修活動補助金』交付について
（１）趣旨
　　　従来の地区という概念が、市町村合併により、数市町村が統合された結果、市・町子連の規模拡大のため活動の母体を原則として市町子連単位としたためである。
　　　それに伴い「地区子ども会研修活動補助金」の名称を市や町を母体とした活動体制に転換することによって、「市町子ども会研修活動補助金」へと名称を変更し、交付することになった。
（２）交付金額の算定基準
①各市町一律に基本交付額・・・10,000円
②子ども会員（幼・小・中・高）１人当り・・・10円
③交付額　10,000円　+（子ども会員数×10円）
④子ども会員数については、補助金申請時点で県子連に会費を納入し、登録されている会員

数をもって人数を確定する。
（３）交付のための基準
①交付対象は、県子連加入団体並びに会員を原則とする。
②市町子連単位での活動を前提とし、年度内に一回の研修に限る。
③研修の内容については、当該市町子連に一任する。
④研修の内容は、子どもの健全育成に関わることを基本とする。
⑤可能な限り、安全に関する内容を加えることが望ましい。
⑥研修の形態(持ち方)については、数市町子連が各自の補助金を持ち寄り、合同開催することは可能である。
（４）補助金の請求
①事業開催前に、次の文書を県子連事務局に提出し、補助金の給付申請をする。

　　　　Ⅰ 「市町子ども会研修補助金交付申請書」
Ⅱ 「開催要項(案)」
Ⅲ 「予算(案)」

Ⅳ 「総会資料」（※地区子連で申請する時のみ）
②県子連は、それを受けて規定額を請求市町子連へ一括して、銀行もしくは郵便振り込みで送金する。
（５）事業報告
①事業終了後、速やかに県子連へ事業報告を行う。
②事業報告は、次の二様式をもって行う。

　　　 eq \o\ac(○,ア)「事業報告書」(成果と課題…様式を作りました。)
　　　　 eq \o\ac(○,イ)「事業収支決算書」（領収書を添付―コピー可）
　(様式　市町子連補－申)
令和　　　年　　月　　日
一般社団法人　広島県子ども会連合会
会　　長　　　大　江　　昭　典　様
　　　　　
市町子連名　             　　　　　
代表者名　　　　　　　　　　　　　印
令和　　年度
市町子ども会研修活動補助金交付申請書
みだしのことについて、別紙「事業開催要項(案)」により、実施します。
つきましては、これに係る補助金を次の通り交付の申請をいたします。
１．市町子ども会連合会名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．研修活動名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．補助金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．補助金振込先　　　　　　県子連届出口座

　　　　＊それ以外の口座への振込を希望の場合は、以下に記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　銀行・信用金庫・信用組合・農協

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本店・支店・出張所

　　　　　　　普通・当座　　　口座番号　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　口座名義人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５．添付書類・事業開催要項(案)・予算書(案)
６．その他

　(様式　市町子連補－実)
令和　　年　　月　　日
一般社団法人　広島県子ども会連合会
会　　長　　　大　江　　昭　典　様
　　　　　
市町子連名　             　　　　　
代表者名　　　　　　　　　　　　　印
令和　　年度
市町子ども会研修活動実績報告書
みだしのことについて、次のとおり事業を実施したので、添付資料を添えて報告します。

	研修活動名
	

	実　施　日
	令和　　　年　　　月　　　日

	実施場所
	

	参加者数
	　　　　名（内訳：子ども　　　名、大人　　　名）

	活動内容
	

	成果と課題
	☆成果

	
	☆課題


＊添付資料＊

①収支決算書（領収書のコピー添付）・・・・必ず添付してください！
②活動状況がわかる写真・・・・必ず添付してください！
③その他（当日配布資料等）

注１）参加者数の内訳がわからない場合は、総数だけで構いません。

注２）活動内容の項目は、内容のわかるような資料を添付頂ければ省略可能とします。

注３）報告は活動終了後概ね3週間以内に提出願います。















